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Abstract The author studied how larvae of Argyreus hyperbius survived through the winter. The activity of larvae and 
the growth of wild violets were observed in fields and residential area in Hino City, Tokyo, and the following results were 
obtained. (1) The larvae of Argyreus hyperbius actively moved even in winter, and reached other violets after consuming 
the leaves of one violet. (2) In winter wild violets lost their leaves or had only a small amount which was insufficient for 
the larvae to live on and grow. However the pansy Viola wittrockiniana planted in residential areas had much larger leaves 
in winter, and larvae of Argyreus hyperbius utilized the plant instead of wild violets. 
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は じ め に 


ツマ グロ ヒョウ モン 47gy7ezgs hyperbius は 日 本 各地 で 北上 を 
続け て いる CEK, 2009). 本 種 が 北上 を する の に 必要 な こ 
と は , (1) 本 種 の 北 へ の 移動 , そ し て (2) 移動 地 で の 越冬 . で 
HAA. そし て (2②2) に は , ① 冬 の 低温 に 対す る 幼虫 の 適応 , 
② 人 冬期 に お ける 効 虫 の 餌 の 存在 , が 必要 で ある . それ は , 本 
種 の 越冬 態 は 効 虫 (白水, 2000) だ か ら で あ る . 


筆者 等 は これ まで に ., (1) 本 種 の 北 へ の 移動 , の 方 法 と し て 
卵 や 若 齢 効 下 が パン ジー Viola wittrockiniana L. var. hortensis 
に 付い た まま 人 為 的 に 北 へ 運ば れ て いる 可能 性 を 指摘 
し た ( 津 吹 ・ 生 亀 , 2008 : 津 吹 , 2009)、 それ は , 次 の 2 つの 
事実 に 基づく も の で あっ た . 第 1 に, 東京 都 日 野市 に お い 
て 目撃 され ん た ツマ グロ ヒョウ モン の 個体 数 が 2000 一 2008 
年 に 激増 し た . 第 2 に , 本 種 の 幼虫 の 餌 と な る パン ジー に 
つい て は , ① 各 地域 か ら 東 京 中 央 卸売 市 場 へ の 入荷 量 が 
1994~2001 年 で 大 きく 増加 し た 後 2003 年 まで 減少 し て お 
ら ず , ⑫ 日 野市 に は , 本 種 が 生息 し た り 近 年 多く の 記録 が 
出 て いる いく つか の 県 の パン ジー が 入荷 され て いた . 


の 論文 で は , (2) 移動 先 で の 越冬 が な ぜ 可 能 な の か を 論じ 
xm eee ICT A” HO PO , 1 個体 師 
BIE (大谷, 1988) に より 調査 し た (EWR, 2008 + 2009). 


合わ せ て , Bi - EI KWORD 5 AELE. 次 

に ② 東 京都 日 野市 の 調査 地 に お ける 野生 の スミ レ 類 の 冬期 

の 状態 を 観察 し た . そ し て , それ ら を 基 に , MUMBA 
に し て 生き 延び る の か を 推測 し た . 





1. 調査 方 法 
(1) 幼虫 の 行動 観察 と 温度 ・ 照 度 測定 
幼虫 が どの よう に 行動 し て 冬 の 低温 に 反応 する か を 調べ る 


E, HORAIRE ED è ELE, SEO 
に 冬期 以外 の 効 昌 の 行動 に つい て も 調べ た . 


D 冬期 に お ける 幼虫 の 行動 観察 


2006 年 12 月 10 日 か ら 2007 年 2 月 9 日 に 行方 不明 に な る ま 
T, 体長 か ら 2 齢 と 思わ れ た 効 虫 1 個体 を 東京 都 日 野市 三 
沢 に ある 自宅 の マン ショ ン の ベラ ンダ で スミ レ 類 の 鉢植 え 
に 放し て 飼育 し た . 初め は 野外 で 幼 昌 が 付い て いた タチ ナッツ 
ボス ミレ Viola grypoceras を 鉢植 えにし て 観察 し . ZORE 
い 状 態 の 葉 を 食べ 尽く したため, 食 草 を パン ジー に 変え て 
飼育 ・ 観 察し た . また , 2007 年 11 H 5 H—12 月 17 日 に 体 
長 か ら 5 齢 と 思わ れる 効 虫 1 個体 を ベラ ンダ で 同様 に 飼育 
し , この 個体 の 行動 の 追跡 を , 2006 年 12 H 24, 31 日 , 2007 
年 1 月 14, 15, 16 H, 33 02007 4E 12 H 9, 10 日 に 終日 行 な 
っ た . さ ら に 2009 年 10 月 19 日 に 採集 し た 雌 成 虫 に 産卵 さ 
E, 上 記 同 様 に ベラ ンダ で 8 個体 の 幼虫 を 2010 年 2 月 まで 
飼育 ・ 観 察し た . 


そし て 上 記 の 観察 時 に は 効 虫 の 付近 で , 気温 を 熱電 対 
Fluke 52 (John Fluke) C, 照度 を 照度 計 IM-2U (Uchida) ©, 
そし て 幼虫 の 体温 ・ 幼 虫 の 居場所 ・ 葉 ・ 株 の 内 側 等 の 表面 
温度 を 放射 温度 計 Thermo-hunterPT-3S (Optex) で 測定 し た . 
CORE, 昼間 の 気温 は 日 向 で , 熱電 対 に 日 光 が 当 た ら な い 
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Figs 1-6. Wild violets in the field from winter to spring. 

1. Viola grypoceras at Mogusayama Hill in winter (Jan. 20, 2008). 

2. Viola grypoceras with a young larva at Mogusayama Hill in winter (Dec. 24, 2007). 

3. Viola grypoceras at Mogusayama Hill in spring (March 2, 2008) 

4. Viola keiskei f. okuboi in winter at Mogusayama Hill (Jan. 20, 2008). 

5. Plants with many leaves and flowers of Viola grypoceras at Mogusayama Hill in spring (March 23, 
2008). 

6. Plants with many leaves and flowers of Viola keiskei f. okuboi at Mogusayama Hill in spring (April 
4. 2006). 
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状態 に し て 測定 し た . 夜間 の 低温 時 に お ける 温度 測定 で は , 
測定 者 の 体温 の 影響 で すぐ に 温度 上 昇 が 起き る た め 測 定時 
間 は 8 秒 以内 と し , それ を 越え た 場合 は 温度 が 元 に 戻っ た 
と 思わ れる 約 30 分 後に 追加 の 測定 を 行なっ た . 日 向 の 気温 
を 測定 し た の は 幼虫 の 体温 が 太陽 の 還 射 熱 に 大 きく 影響 さ 
れる か ら で あ る . BB, 日 陰 の 気温 は ベラ ンダ が 狭かっ た 
た め に 測定 で き な か っ た . さら に 環境 条件 と し て , 最低 気 
温 を ル サ フ ォ ー ド 型 最低 温度 計 (Uchida) で , 2006 年 12 月 
29 日 4 月 7 日 ,2007 年 12 月 5 日 か ら 効 虫 が 見 られ た 17 日 
EC, ELT, 例年 よ り 気 温 が 低下 し た 2010 年 は 1 月 5 日 
~2 月 28 日 の 間 測 定 し た . 


2) 春期 に お ける 幼虫 の 行動 観 祭 


2006 £3 H21H Iz po LUIRE bod 2 Sp m je 
て 住宅 の 庭 で 観察 し た . また , 2008 年 4 月 2 日 か ら 体長 か 
ら 3 齢 と 思わ れる 幼虫 を 冬期 同様 に ベラ ンダ で 鉢植 え の タ 
FYBAR VU TCH L, SAS AKETA ECHBLE. 


3) 夏期 ・ 秋 期 に お ける 幼虫 の 行動 観 祭 


東京 都 日 野市 三沢 お よび 日 野市 百草 の 住宅 地 で 移動 中 の 
効 虫 を 数 回 観察 し , 移動 の 状況 を 記録 し た (2008 4E 8 H 19, 
23 日 : 10 H 12,13 H ; 2009 年 g H 15—23 H). 


4) 移動 速度 の 測定 方 法 


観察 中 に 幼虫 が 偶然 ほぼ 直線 状 に 歩行 し た と き , 歩行 距離 
を 定規 で , 要 し た 秒 数 6-364») を 時 計 で 測定 し た . そ し 
て , 比較 の た め に 5 秒間 の 歩行 距離 に 直し た . 


(2) 冬期 の 日 野市 に お ける 野生 の スミ レ 類 の 観察 場所 ・ 観 
察 時 期 


ツマ グロ ヒョウ モン の 効 虫 が 冬期 に 野生 の スミ レ を 食 草 と 
し て 利用 で きる の か を 知る た め に , 野外 で の スミ レ の 生育 
状況 を 観察 し た . 


2006~2009 年 の 名 を 中 心 に 日 野市 百草 山 の 駐 車場 の 林 縁 
お よび 遊歩 道 の 横 の 林 縁 で , 自生 し て いる タチ ツボ スミ 
レ ・ ケ マル バス ミレ Viola keiskei Miq. f. okuboi Makino 他 の 
成長 の 変化 を を 観察 し た . 調査 年 月 日 は ,2006 年 4 月 16 日 : 
2007 年 2 月 11 日 ,3 月 4 日 ,4 月 16 日 ,12 月 24 日 , 30 日 : 
2008 年 1 月 20 日 , 27 日 , 2 月 11 日 , 18 日 ,3 月 2 日 , 16 日 , 
23 日 : 2009 年 1 月 11 日 ,3 月 11 日 で ある . この 場所 は 成虫 
の 発生 消長 を 調査 し た 百草 山 の ル ー ト ( 津 吹 ・ 生 亀 ,2008) 
に 存在 する . 




















2. 観察 結果 

(1) 幼虫 の 行動 

1) 冬期 に お ける 幼虫 の 行動 

冬期 の 幼虫 を 飼育 する 中 で , 次 の こと が 観 祭 され た . 


OSH AIRE - BE3ELO, 脱 度 を し て 成長 し 続け た . 具体 的 
に は 次 の こと が 確認 され た . 2006 年 12 月 10 日 に は 1.5 cm 
で , 11 日 に は 陰 の 葉 の 茎 を 摂 食し た .28 日 に は 1.8 em C, 





30 日 に は 摂 食 , HR LZ. 2007 年 1 月 5 日 に 脱皮 し ,14 日 
に は 2.8 cm に な っ た . 24, 28, 31 HAKH, 2 H 3 H UC EE - 
摂 食 , 5 日 に 摂 食 ,7 日 に 排 糞 し た . 


②③2006 年 12 月 一 2007 年 2 月 に 1 個体 だ け 飼 育 し た 幼 昌 は , 
1 日 の 中 で 移動 し て 静止 場所 を 変え た . 食 草 上 だ け で な く , 
巻い た 枯れ 葉 の 中 , 植木 鉢 の 上 , パン ジー の 株 の 中 , 枯れ 
葉 ・ 枯 れ た 茎 . 植木 鉢 や アプ ラン ター の 外側 の 溝 に 移動 し た 
(Table 1). 観 窪 時 に お いて ., 幼虫 の 移動 距離 が 最も 大 きか っ 
た の は 餅 の タチ ツボ スミ レ の 株 の 枯れ 葉 以 外 を ほぼ 食べ 尽 
くし た と き で . COA ISN AED FP CAS UA 
直線 距離 で 6Scm 移動 し て いた (2007 年 1 月 14 H 13:00). 
Table 1 に , 2006 年 12 月 24,31 日 : 2007 年 12 月 10 日 に お け 
る 効 虫 の 1 日 の 移動 場所 と 体温 , お よび 幼 了 虫 の 周囲 の 温度 
と 気温 ・ 照 度 を 示し た . 


③2009 年 12 H —20104E 1 月 の 飼育 に 用 いた タチ ツボ スミ 
レ に は , これ まで と 異な り 緑 色 の 葉 だ け で な く 枯 れ た 葉 や 
茎 が 多く 存在 し た . そ し て 幼虫 は 枯れ た 茎 ・ 葉 に 静止 する 
場合 が 目立っ て 多かっ た . 夜間 の 温度 を 数 日 測定 し た が 
Table 1 と 同様 , 緑 色 の 葉 よ り も 枯れ 葉 の 温度 が 数 度 高 か っ 
TZ 


2) 春期 に お ける 効 虫 の 行動 


2006 年 3 月 21 日 に , 戸建て 住宅 の 庭 で 石 の 上 で 日 光 浴 を し 
TORRE x ovid x, 日 が 陰 っ て きた と き に 敷石 
の 道 を 横切っ て 移動 する の を 観察 し た . また , 2008 年 4 月 
2 日 5 月 $ 日 の 観察 で は , 夜中 の 0:00 前 後 の 気 温 が 12*C 
以上 あり , 幼虫 は 移動 し て は いた も の の 場所 に よる 温度 差 
は それ ほど 無かっ た . 正午 前 後 の 日 光 浴 の た め の 移 動 が , 
目立っ た . 


3) 夏期 ・ 秋 期 に お ける 効 虫 の 行動 


[観察 1] 2008 年 8 月 19 日 の 10:00 に , 戸建て 住宅 の 水道 の 
元 栓 横 に 生え て いた アメ リカ スミ レ サ イン シン Viola sororia 
Willd の 小さ な 株 で , 幼虫 を 見 つけ た . EEE QD), 緑 
の 葉 に 2 個体 2 8 E 33), 少し 黄 化 し た 葉 に 2 個体 (3 普 
LIE) O& 8t 5 MERO MMA he Cuz. この 株 は 高温 と 
脱水 で 枯れ そう な 状態 で あっ た . 同日 の 14:40 に 再度 観察 
し た と ころ , 幼虫 は 3 個体 し か 観察 で き な か っ た . ROR 
の 環境 条件 は この と き , WE 44 000 lx, HIS (幼虫 の 存 存 す 
る コン クリ ー ト の 10cm 上) の 気温 は 38.I'C で あっ た . 各 効 
虫 の 状態 は 以下 の 通り で あっ た . 


個体 A: 3 齢 , 茎 の 日 陰 側 に 静止 し , 体温 は 38.0*C, 茎 の 温 
度 は 37.1°C. 


個体 B: 285, 葉 の 裏 に 静止 . 体温 は 37.6*C, 葉 の 温度 は 
36.8°C. 


個体 C: 3 齢 , 日 の 当たら な い 葉 と 茎 の 境 へ 移動 し て 静止 . 
体温 は 38.3°C. 


18:00 の 再度 の 観察 で は , 3 1883] H1 SAARC 7e 9 7225, 2 0868 
幼虫 は 1 個体 の まま で あっ た . 
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[観察 21 2008 年 9 月 23 日 の 正午 頃 , 住宅 の 石垣 の 下 側 に 

っ た 道 を , 終 齢 と 恩 eo E 
た 範囲 で は 周囲 3m 内 に スミ レ 類 の 株 は 無かっ た . Mee 
家 に 持ち 帰り アヌ メリ カス ミレ サイ シン の 株 に 放し 観察 する 
と , 同 日 13:30. 15:30, 16:30 CEŁ ERL Z. その 後 & 月 28 
日 まで この 株 で 摂 食 し た 人 後 ,29 HICHMELZ. 


[観察 3] 2008 4E 10 H 12 日 14:16 に , 日 野市 三沢 の 戸建て 住 
宅 の 石垣 に 生え た タチ ツボ スミ レ (以下 スミ レ ) で ツマ グ 
ロ ヒ ョ ウエ モン の 効 虫 を 見 つけ た . 同日 16:27 に は , MRO 
る スミ レ の 葉 は 食べ られ て か な り 少 な く な っ て いた . 選 10 
cree こ 再 度 観 察する と , 幼虫 は 移動 中 で あり ., 12:09 
に 排水 管 の 横 の スミ レ に 到達 し た 後 , 12:10 に スミ レ の 茎 
REELE. CDWURO AS LOMB 50cm で あっ た . な 
お , こ れ ら の スミ レ を 2009 年 1 月 26 日 に 見 た が , 各 株 の 葉 
は 小さ きく , 量 も 少な か っ た . この 石垣 は 戸建て 住宅 に 通じ 
る 階段 の 棋 に ある た め , BLEHES m, 上 底 8m, 下 底 1.5 m 
O3 JE CH), AS VISA 10 株 あっ た . 幼虫 を 中 心 に 
見 る と , 移動 前 の スミ レ の 左下 35 cm, 移動 後 の ス ミレ の 右 
F 10cm, 40 em, 70 cm に それ ぞ れ 1 株 存在 し た . 


[観察 41 2009 年 8 月 15 日 に ,. ベラ ンダ の 鉢植 え の ア メリ カ 
スミ レ サ イシ ン の 株 に に 4 店 と 思わ れる 効 虫 を 上 放し, 観察 を 
oR nas wa gees 
日 に 行方 不明 に な っ た 。 そ の 人 後 探し 続け た が 見 つか ら ず , 
NAO の MM Ei 
ンタ ー で , ア メリ カス ミレ サイ シン に 付い た 6 和 齢 と 思 
る 幼虫 を 発見 し た 。 こ の と きす で に 葉 ! eee 
いた 。 


4 幼虫 の 移動 速度 


移動 速度 の 測定 は , 偶然 功 是 が 歩行 し て いる 時 で あっ た た 
D, 冬期 で は 測定 で き な か っ た 。 ま た. 食 草 を 求め て , IL 
場所 を 求め て , 日 光 浴 等 体温 調節 の た め な ど , いろ いろ な 
目的 と 考え られ る 移動 時 に , 速度 を 測定 し た . 


① 人 工 環境 下 


2007 年 11 月 7 日 に は ベラ ンダ に 置い て あっ た 植木 鉢 で タ 
チ ナツ ボス ミレ の 葉 を 食べ 尽く し た $ 齢 効 虫 が 移動 し た . 直 
射 日 光 の 下 (日 向 の 気温 25.2*C) C, 移動 距離 は 平面 に 直す 
と 4m で あっ た . この と き の 移 動 速度 は 約 12 cm/5 PCH 
ok. また ., 基 化 直前 と 思わ れる 飼育 中 の 終 齢 幼虫 が 自宅 
で 逃げ だ し , 1 個体 が ベラ ンダ の コロ ンク リート 上 を (2008 
年 $ 月 3 日 ) ZLTE E (2008 年 6 月 21 日) を 
歩行 し た . 体長 は 約 4 cm で あり , a27FBIURELL 
その 表面 は 滑ら りか で あっ た . COBB H IC ATM KC eo 
た た め , 虐 化 場所 を 探し て の 移動 で あろ うと 考え られ た . 
移動 速度 は 5 月 3 日 の コン クリ ー ト 上 で 2.5 一 4.5 cm/s, 
6H21HO&0 EC37—10cm/5$535 5 7z. 


DOEDE 


2008 年 4 月 1 日 の 住宅 地 で , RSH EJH HRO 15:40 
に 7 cm/30 秒 (体温 13.6'C), 16:45 に 10 cm/30 秒 (体温 15.2C) 
の 速 さ で 土 の 上 を 移動 し た . 














(2) 最低 気温 
2006 年 12 H 29 日 一 2007 年 4 月 7 日 に お ける ベラ ンダ の 最 
低 気温 は それ 程 低 下 せ ず , 幼虫 が 存在 し た 2007 年 2 月 8 日 
まで で は - 10'C(12 月 14 日 -15 日 )ー+ 7.0'C (12 月 2 日 -3 
Ne に 氷点 下 は -0.5'C が 3 回 (2 月 31 日 1 月 1 
: 1 月 7 日 一 8 日 :2 月 1 日 一 2 日 ) あっ た . それ 以降 の 2 
Brad tc i 
H2H3H)'€259 , 他 に 氷点 下 は -0.2°C (2 H 12 H 13 
日 ) が 1 回 あっ た . し か し , 20104£ 1 H 14-19 日 は と くに 
気温 が 低下 し , 昼間 は 晴れ ん て いた も の の 夜間 の 最低 気温 は 
6C を 1 回 .55C を 1 回 、-45 で を 2 回 記録 し た . その 間 8 
個体 の 4ー6 c DTE dE LS LC. 


(3) 冬期 か ら 春期 に お ける 野生 の スミ レ 類 の 状態 


冬期 に は 葉 を 全て 落と す 種 須 も あり , 秋期 に あっ た スミ レ 
の 場所 に 行っ て も スミ レ !【! y 
a ae と が 確認 きれ た . 以下 に は 冬期 で も 
葉 を 付け て いた 種類 に つい て 述べ る . 


1) 百草 山 の 駐 車場 の 林 緑 


日 野市 百草 山 の 雑 木 林 の 周囲 に は , 12 月 , 1 月 で も タチ ナツ 
ボス ミレ が 散在 し て お り (Fig. D, 2007 4£ 12 H 27 日 に は そ 
WS 2p 5 Rb Tv S Xj RJ Tus L 7M (Fig. 2), 自然 

態 で の 効 虫 を 確認 で きた の は この と きだ け で あっ た . し 
nen レ の 株 自体 も 葉 も 小さ いた め 、 葉 の 量 も 少な か っ 
た . 株 は クヌギ 0Oze7czs acutissima * AF F Quercus serrata 
等 の 落葉 樹 の 枯れ 葉 に 埋まっ て いた . 3 月 上 名 に な っ て も 
株 は それ ほど 大 きく な ら な か っ た (Fig. 3). 


2) 百草 山 の 遊 歩道 の 横 の 林 縁 


12 月 ,1 月 に も タチ ツボ スミ レ , ケマル バス ミレ (Fig. 4) の 
小さ な 株 が 散在 し た . た だ , 1) の 場所 の タナ ツボ スミ レ と 
比較 すれ ば まだ 株 も 大 きく , 葉 も ある 程度 は 量 が あっ た . 3 
月 下旬 4 月 に な る と 株 が 育ち 葉 も 多く な っ た (Figs. 5-6). 
し か し , この 場所 で 幼虫 は , これ まで に 1 度 も 観察 きれ て 
いな い . 


3. 考 € 
(D 幼虫 の 移動 能力 
1) 低 温 ・ 高 温 へ の 対応 


冬期 は 気温 が 低下 する た め に , VY VF ka VEY ORM 
に と っ て は 生存 が 厳し い 和 李 節 と 考え られ る . さら に , タ を 
も 晴天 の 日 の 正午 前 後 で は 日 向 の 温度 は 25*C に も 達し , & 
に 幅 射 熱 で 直射 日 光 下 で は 体温 は さら に 高く な る . 今回 
の 調査 で は この よう な 環境 の 中 で , 幼虫 は 実に よく 移動 し 
て いる こと が 朋 ら か に な っ た . 晴れ た 日 の 居間 は 気温 も 輸 
射 熱 も 大 き な 値 を 示し た . 効 虫 は 高温 に 対し て 格 れ 葉 の 中 
ju c Uu T 
sm cu cc E Min 
だ り し て いた (Table D. また , 植木 鉢 の 縁 の 内 側 に e 
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た 場合 も あっ た (Table. 1) が , 前 日 の 夜 は 風 が 強かっ た の 
で , 風 の 影 響 の 可能 性 も 考え を られ た . また , 早朝 は 株 の 外側 
より も 内 側 の 方 が 温度 が 高かっ た が , 日 が 当たる に 連れ て 
外側 の 温度 が 高く な っ た . 12 月 下旬 の 例 (Table 1) で 見 る 
と ,S:30.7:S0 の 効 虫 の 居場所 が 外側 で は な く 内 側 で あっ た 
の は , 温度 が 低く な り 過 ぎ な いと ころ に いる よう に 思え る . 
そし て 16:30 以降 は 効 虫 は 鉢 の 外側 に いた が , 温度 も 鉢 の 
土 よ り は 外側 の 方 が 高かっ た . €7:, 2009 48 12 H —20104£ 
1 月 の 飼育 で 幼虫 が タチ ツボ スミ レ の 緑色 葉 よ り も 枯れ た 
茎 ・ 葉 に よく 静止 し て いた が , これ は 夜間 の 温度 が 緑 の 葉 
より も る 枯れ葉 の 方 が 数 度 高い た め , 植木 鉢 と 同様 に 幼虫 に 
と っ て 過ごし や すい 場所 の 1 つ で は な いか と 考え られ た . 


一 方 12 月 下旬 の 例 (Table 1) を 見 る と , 夜間 の 幼虫 は 下 側 の 
葉 に いた こと が 分 か っ た . この と き 温 度 を 見 る と , LOH 
より も る 根本 の 温度 の 方 が や や 高かっ た . 昼間 は 幼虫 の 体温 
が 高い た め に 適切 な 場所 へ の 移動 が 可能 で ある が , 夜 に な 
る と 気温 が 低下 する た め に 体温 も 下がり , 移動 は で き な く 
な る と 考え られ る . する と , 夜間 に 適切 な 温度 の 場所 に い 
る た め に は , 昼間 の うち に 前 も っ て どの 場所 が どれ くら い 
の 温度 の な る か を 予知 する 必要 が ある が , それは 無理 な の 
で は な い だ ろ うか . し か し , 結果 的 に 効 虫 に と っ て それ は ほ 
ど に は 筑 く な い 和 範囲 の 場所 た に いる よう に 見 えた . 効 虫 が 生 
きる か 死ぬ か の 条件 は , 単に 最低 気温 に よる わけ で は な い 
と 考え られ る . 最低 温度 が 低く て 致死 温度 に 達し て いて も , 
幼 中 が それ より も 暖か い 場所 に 移動 し て いれ ば , 生き残る 
こと が で きる と 推定 し て は いた が ( 津 吹 , 2004), 今回 の 観 
察 で か な り 場 所 を 変え て いる こと が 確認 され た . 


冬期 に 埼玉 県 鴻巣 市 で 幼虫 が スミ レ 類 の 株 の 中 に 潜っ て い 
た 例 (北村 , 私 信 ), 同様 に 東京 都 あ きる の 市 で 着 が 降っ た 
HERREY YF Stewartia pseudocamellia の 落ち 葉 の 
下 に 隠れ て いた 例 ( 森 , 私 信 ) か ら も , 本 種 の 幼虫 が 低温 に 
備え て 移動 する こと が で きる と 考え られ る . 長野 県 三郷 村 
で も エア コン の 室外 機 の 前 の ノ ジ ス ミレ Vio/a yedoensis で 
越冬 し た 例 が ある (田中 ・ 那 須 野 , 2004). また , 冬期 に 低温 
と な る 長野 県 伊那 市 の 野外 に お いて も , 幼虫 が 自然 お よび 
人 工 的 に 温暖 に な っ た 場所 へ 移動 する こと , そし て 地表 面 
が 日 射 に より 暖め られ る 日 中 は 頻 穫 に 移動 し て 活動 する こ 
と が 確認 され て いる (北原 , 2008). 


最低 気温 は 2010 年 1 月 14 一 19 日 で , 夜間 に -6'C を 1 回 , 
5.5*C を 1 回 ,-4.5*C を 2 回 記録 し た が , 8 個体 の 中 齢 か ら 熟 
齢 幼虫 は 生存 し 活動 し て いた . 北原 (2008) に よる と 長野 県 
伊那 市 の 野外 で 2004 年 2 月 28 日 に , Ei Ov “VAR 
V" Viola mandshurica の 枯葉 下 の 気 温 は -6.3*C を 記録 し た 
23, 幼 是 は 生き て いた と いう . 


で は , 移動 で き な い 場合 は どう な る の で あろ うか . 石井 ・ 
平井 (2002b も ) に よれ ば , 本 種 の 4 齢 幼虫 3 個体 を 室内 で 継続 
的 に 5*C に 置い た と ころ 餌 が あっ て も 摂 食 せ ず , 絶食 状態 
で 77 一 102 日 生存 し た と いう . そし て , 短 時 間 で あれ ば -4C 
程度 の 低温 に は 面 え られ た が , 連続 し て 10'C を 下回る 環境 
で の 生存 は 困難 で あろ うと 役 ら は 推測 し て いる . 














一 方 , 沖縄 産 お よび 大 阪 産 の 本 種 を 温度 と 日 長 を 変え て 卵 
か ら 飼 育 し た 結果 , と も に 若 齢 期 に 低温 に 弱く , また 短 日 
(12L12D) で 幼虫 期間 が 長く な る 傾向 が あり (石井 ・ 平 井 , 
2000, 2002a), S ÒC, 23 R CHIRT ZEB ZSNALW 
う (石井 , 私 信 ). 


野外 に お いて , 温暖 化 に よ 0 AM OMA LAS Tux, H 
東 が 死 ぬ 可 能 性 は 低下 する で あろ う . また ., ERCOR 
齢 期 の 短 日 条件 (12L12D) に よる 休眠 (石井 , 私信) も, 死 
亡 率 を 低下 させ る の に 役立つ で あろ う . し か し , 致死 温度 
に 達し て いな く て も , 低温 で 動け ず そ の 結果 魚 死 する 場合 
も ある (石井 ・ 平 井 ,2002b). 一 定 温度 以下 の 低温 が 長期 間 
継続 する 場合 と , 一定 温 度 以上 に 上 昇 す る と き が ある 場合 
で は , 効 東 へ の 影響 は 異な る . ま た, GHC LOM 
係 も あろ う . 今回 の 野外 (ベラ ンダ ) COMP CIE, 幼虫 は 
HA- HE- MEZL, 成長 し て いた . 1 日 の 最低 気温 の う 
ち 最も 低い と き は -6'C で あっ た が , それ が 1 日 ある い は 数 
日 続く こと も 無く , 生 存 で き な い 環境 まで に は 至ら な か っ 
た と 考え られ る . 


な お , 夏期 に は 幼虫 は 2008 年 8 月 19 日 の 真夏 の 環境 下 で 
体温 が 38C に な っ て も 生存 し て お り , 夏期 の 高温 お よび 科 
期 の 高温 か ら 低 温 ま で の 温度 幅 に 対し て か な り の 適応 力 を 
持つ と 考え られ た . 


2) 食 草 の 探索 


2008 年 8 月 12 日 ・13 日 や 2009 年 8 月 20 日 ・23 日 の 観察 
PS, 餌 の 葉 を 食べ 尽く し た 効 昌 は 新しい 株 へ 移動 し よう 
と 50—70 cm 移動 し た と 考え られ た .2008 年 9 月 23 日 に 観 
察 き れ た 移動 中 の 効 昌 も , その 後 数 日 間 ス ミレ を 摂 食 し た 
後に 遇 化し た の で , 餌 を 求め て の 移動 だ っ た の で あろ う . 
そし て 滑ら か な 面 と は いえ , 終 齢 幼虫 は 分 速 36 一 144 cm で 
移動 し た .4 月 1 日 15:40 に 土 の 上 で 分 速 20 cm (体温 12.5*C) 
移動 で きた の な ら , 昼間 輸 射 熱 で 暖め られ て いる 時 間 葵 に 
は か な り の 距離 の 移動 が 可能 で あろ う . 伊藤 (2009) も 名 古 
屋 市 ・ 日 進 市 で , 街 路 樹 下 や 道路 際 に ある スミ レ の 葉 を 食 
い 尽 くし た 効 昌 は 道路 上 を 歩い て 数 メー トル 離れ た 他 の 株 
に 移る こと を 観察 し て いる . そし て 冬期 で も 2007 年 1 月 14 
日 13:14 に , 餌 を 食べ 尽く L7H 12365 cm 移動 し て お 
) 食 草 の 探索 と 考え られ た . 


以上 の よう に , 幼虫 は 餌 不 足 に な っ た と き に は 春期 一 秋期 
だ け で な く , 冬期 で あっ て も 可能 な 環境 下 で は 餌 を 求め て 
移動 する と 考え られ た . た だ , 冬期 の 幼虫 の 移動 速度 お よ 
び , 移動 目的 の 違い に より 移動 速度 が 異な る の か どう か は 
不明 で あり , 今後 の 調査 を 待ち た い . FRM & CT SD 
度 は も っ と 遅く な る だ ろう が 摂 食 量 も 少な く , さ ら に 石井 
(私 信 ) O59 BROMUS ZEOT L, 館 を 求め 
て の 移動 は それ 程 起き な い の で は な い だ ろ うか . 


(2) 冬期 か ら 春 期 に お ける 野生 の スミ レ 類 の 状態 


冬期 の 野生 の スミ レ 類 に は 葉 が 無い か , あ っ て も 量 は 少な 
いこ と が 分 か っ た . この 時 期 に も し 終 齢 幼虫 に な れ ば すぐ 
に 葉 を 食べ 尽く す の で その 株 で 成長 する の は 茂 しく, HO 
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株 を 求め て 移動 せ ざ る を 得 な い . し か し , 元 の 株 の 近く に 
別 の 株 が 無い 場合 は 魚 死 する で あろ う . で は , 冬期 の 野生 
の スミ レ 類 に は . 幼虫 が どれ だ け 付 いて いる の で あろ うか . 
今回 の 4 年 に わた る 調査 で 見 つか っ た の は , HAS bd 
ず か に 1 個体 の み で あっ た (Fig. 2). 


それ に 対し て , 園芸 種 の を の スミ レ 類 と し て , パン ジー や 
ビオ ラ は 冬期 に 葉 を 豊富 に 生育 させ て いる . これ は 冬期 の 
幼虫 に と っ て 十分 な 餌 に な る . そし て , そこ に 卵 や 若 齢 効 
虫 が 付い た まま 運ば れ た 場合 GEM + A, 2008), OL 
移動 し て いる た め に 傾 死 を せ ず に 成 収 に な る 確率 は 高い の 
で は な い だ ろ うか . 伊藤 (2009) も 名 古屋 市 ・ 日 進 市 の 調査 
Po, 野生 の スミ レ は 2,3 の 種 を 除き 大 部 分 が 冬 に 枯れ て 
5~6 月 まで 新 葉 が 出 な い の で , iA SIR E 81 CO Xm 
は ほとん ど 住 宅地 に 植え られ た パン ジー だ け を 寄主 と し て 
いる と 述べ て いる . な お , 長野 県 伊那 市 で 餌 の 葉 が 枯れ て 
新芽 が な い 3 HAZ , 北原 (2008) は 幼虫 が 濡れ て 柔らか く な 
っ た マス ミレ の 枯れ 葉 を 摂 食し 排 糞 し た 事例 を 報告 し て い 
る . 


以上 を まとめ る と , 次 の よう に な ろう . ① 冬 期 で も 餌 が あ 
る 状態 に お いて は , 最低 気温 が 低く て も 低温 が 長期 間 続 か 
Ze napis Vom .-Uc m ad IE 
動 で き ,② 冬 の 低温 ・ 風 ., SSWILA HOAWO HRW AC 
よる 高温 を 避け る た め に 適切 な 場所 に 移動 する . 次 に 餌 と 
の 関わ り を 考え て みた い . も し ,③ ス ミレ の 株 の 葉 を 食べ 
尽く し た 場合 , 効 虫 は 餌 を 探し て か な り の 距離 を 移動 する 
CHAI. LPL, 野外 の 野生 の スミ レ の 葉 の 量 は 決し て 
多く は な いた め , そこ で 摂 食し て 冬期 を 生き 延び る 可能 性 
は 高く な いで あろ る ろう. そこ で , ③④ 冬期 に お ける パン ジー の 
十分 な 葉 の 存在 は . ツマ グロ ヒョウ モン の 効 虫 に と っ て 館 
が 確保 され る こと を 意味 する の で は な いか . 


効 昌 に 対す る 低温 の 影響 は , 一 つ は 低温 に よる 致死 で ある . 
ELT, そこ まで 温度 が 低下 し な く て も , 低温 の た め に 活 
動 が で き な く な る こと で ある . TORR, 餌 の 場所 へ 移動 
で き な い こと , あるいは 餌 が あっ て も 摂 食 活動 で き な い 状 
況 が 続く こと , に よる 人 鱗 死 が 起こ る で あろ 2 (石井 ・ 平 井 , 
2002b). 


各地 の 成虫 の 季節 的 消長 を 見 る と , 個体 数 は 春 が 少な く 夏 
に や や 増加 し , 秋 に ピー ク と な る GEK- Æ, 2008; 渡邊 
2007 ft). この 理由 と し て , 冬期 は 低温 や 餌 不 足 の た め に 春 
まで 生き 残る 幼虫 は 激減 し , 成虫 に な っ た 個体 は 少な いと 
考え られ る . L3 5,3 04281: BBC T 4) BEES 
困難 な た め に 小さ く (宇野 , 1984 ; 津 吹 , RER) また 産 
卵 数 も 少な いで あろ う . し か し 春 に は スミ レ 類 の 葉 は 生育 
し て いる た め 餌 は 確保 で き , 徐々 に 個体 数 が 増え る . その 
後世 代 を 重ね る ご と に 個体 数 が 増え , 秋 に 最盛 期 を 迎え る 
の で は な い だ ろ うか . ELT, 秋 の 個体 数 が 多く な れ ば な 
る は ほど, 春 ま で 生き 残る 個体 も 増え る と 考え れ ば ., 日 野市 
に 起き た 2004 一 2008 年 の 変化 も 理解 で きる . すなわち , 
2004 年 は は と ん どの 個体 が 秋 に 見 られ て いた が ., 年 を 経る 
に 連れ て 少し ずつ 秋 以 外 に も 観察 され る 個体 数 が 増え て 本 
種 の 見 られ る 季節 が 広がり ,2008 年 に は 4 月 下旬 か ら 11 月 








中 旬 ま で 継続 し て 出現 し た の で ある ( 津 吹 ・ 生 亀 , 2008 | 
津 吹 , 2009). 
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Summary 


Recently a subtropical argynnine butterfly, Argyreus hyperbius, 
has spread throughout the northern areas of Japan. 


This paper reports factors related to overwintering of the larvae 
in northern areas, including avoiding cold temperatures and finding 
food in winter. 


Larvae were reared outdoors in winter of 2006 and 2007. According 
to the single-individual trailing method (Ohtani, 1988), larvae 
were observed by measuring the body temperature, temperatures 
of substrata around the larva, atmospheric temperature (in the 
sunlight in daytime), and light intensity. The results (Table 1) 


showed that larvae moved often around the foodplants and 
flowerpots. (1) In the fastest case, a fifth instar larva of about 4 
cm long walked 12 cm in 5 seconds on a flat floor and reached 
another violet after finishing the leaves of one plant in November. 
(2) In winter wild violets lost their leaves or had insufficient 
amounts to enable the larvae to live and grow. It appears impossible 
for larvae to survive the winter by relying on wild violet leaves. 
On the other hand, the winter planted pansy, Viola wittrockiniana, 
had many large leaves, which the larvae of A. hyperbius fed on, 
instead of those of wild violets. 


(Received March 31, 2010. Accepted August 3, 2011) 
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